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Ⅰ．目的

　「感謝」という心理は2000年代頃から主に欧米

を中心に実証研究がなされるようになった。その

後，徐々に研究数は増加し現在ではアジア圏を含

む世界各国へ広がっている。このような背景には，

「感謝」を研究領域に持つポジティブ心理学の隆興

が大きく影響している。さらに心理学のみならず

看護，医療の分野でも着目されるようになり，感

謝がウェルビーイングの向上や心身の健康を促進

する心理であることが実証されている（Bartlett 

& Arpin, 2019；Emmons & McCullough, 2003；

Killen & Macaskil, 2015）。加えて高齢者の感謝は，

Erikson（1950仁科訳1977）のライフサイクル論に

おける統合性につながる心理である（McAdams 

& Bauer, 2004）との指摘や，老年的超越（増井他

2013）の下位概念に位置付けられるなど，心理社会

的発達との関係が示されている。これらのことか

ら感謝は，人が最期までより良く生きるための重

要な心理の一つであると考えられる（小野・藤野・

横井・長田，2021）。

　感謝はもともと宗教や哲学の領域においてより

良く生きるために必要な美徳として捉えられてき

た（Emmons, 2004b）。その後，感謝は他者の善意

から生まれた恩恵に対する肯定的な感情と定義さ

れ（McCullough, Kimeldorf & Cohen, 2008；

Tsang, 2006），それは向社会的行動に関連するも

のであると言われている。これらは対人関係に

よって生まれる感情であるが，感謝は出来事や経

験（Adler, 2002），また自然（Emmons, 2004a）や超

越的な存在（Steindl-Rast, 2004）など，人間関係だ

けでなく人をとりまく様々な何かとの間に生まれ
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Abstract
The purpose of this study was to clarify the components of gratitude in older adults. Semi-structured 
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る肯定的な感情であるとも捉えられている。

　こうした感謝は個人が抱く特性的な感情とし

て，その構造が明らかにされている。Watkins, 

Woodward, Stone, & Kolts（2003）は感謝の構成

要素として「豊かさの感覚」，「シンプルな感謝」，

「他者への感謝」という3つを示した。ここでは，

自然や季節の変化など，人間関係以外でおこる感

謝も広く含まれている。その後，Adler & Fagley

（2005）は，感謝を感情，認知，行動，感謝への経路

（きっかけ・方略）からモデル化し，「所有してい

るものへの焦点化」，「畏怖の念」，「儀式」，「今こ

の瞬間」，「自己 / 社会的比較」，「感謝」，「喪失 /

逆境」，「対人関係」という8つの構成要素を抽出

した。これにより，さらに多角的に感謝を捉える

ことができるようになった。しかし Morgan, 

Gulliford & Kristjánsson（2017）は，これらにつ

いて一般人や哲学者の見解に基づいて作成された

もので分析が不十分であるとの指摘をした。彼ら

は感謝をより理解するため，価値のある性格特性

すなわち道徳的な美徳として感謝を捉え，その構

成要素として感謝の概念 / 理解，感情，行動，態

度という4つを示している。ただし，その内容は

対人関係を主にしており，人間が持つ感謝を広く

包括的に捉えるには不十分であると考えられる。

日本人を対象にした研究は，感謝の感情に焦点を

当てたものが多い。Wangwan（2005）は，感謝は

他者から恩恵を受けたときに生じる肯定的感情で

あると同時に，相手にわるいなという気持ちや心

苦しさという負債感情も含まれる構造を持つこと

を明らかにしている。このような否定的ともとれ

る感情には，他にもすまなさ（池田，2006；吉野・

相川，2015），申し訳なさ（蔵永・樋口，2011）など

がある。日本人の感謝には肯定的な感情に加え，

他者の負担や犠牲に着目した否定的な感情が構成

要素の一つとされる傾向にある。そのような中，

岩﨑・五十嵐（2014）は，感謝を捉える際，日本と

いう文化や発達的変化を考慮しなければならない

ことに言及した。さらに多様な生起状況，感謝の

表現など多角的に捉える必要があるとし Adler & 

Fagley（2005）の構成要素をベースとし改めて検

討した。その結果，「喜びと負債感の混在」，「返礼」，

「実存」，「比較」，「所有」，「忘恩」，「喪失」という

7つを抽出している。ここで対象となったのは青

年期における感謝であったが，日本人全体の感謝

にも共通する貴重な知見であると言える。しかし，

岩﨑・五十嵐（2014）をはじめ，これまでに行われ

た国内外の研究は，若年層およびそれを含む幅広

い世代を対象としている。先の指摘の通り，感謝

は発達的変化が影響を及ぼすこと，さらにその国

の文化や宗教性を考慮する必要があると言われて

いる（藤原・村上・西村・濱口・櫻井，2013；小野 他，

2021）。加えて人間としての成熟度や身体的変化，

高齢者特有のライフイベント，自己を取り巻く人

間関係の変化を踏まえると高齢者の感謝はその世

代特有の影響を受けた要素から構成されることが

予測される。しかし，高齢者を対象にした研究は

いまだなされていない。そこで本研究は高齢者の

感謝とは何かその構成要素の解明を目的とする。

　感謝はウェルビーイングを支える重要な心理で

ありながら，高齢者の感謝をテーマとした研究は

国内外含め非常に少ない。本研究は高齢者が抱く

感謝の実態解明に寄与する基礎的な知見になると

考えられる。

Ⅱ．方法

1．調査対象
　高齢者の感謝の構成要素を検討するため，65歳

以上の男女20名を対象として調査を実施した。

対象者は東京都 A 区の地域施設にて行われてい

る体操プログラム参加者で，前期高齢者10名（男

性5名，女性5名），後期高齢者10名（男性5名，女

性5名）という条件を設け選定した。これは，65

歳以上の高齢者全体の感謝をとらえるため，年齢，

Human Care23-1_3小野先生原著1C_三[31-42].indd   32Human Care23-1_3小野先生原著1C_三[31-42].indd   32 2023/01/31   10:17:272023/01/31   10:17:27



―　　―33

小野・井藤・池内・藤野・長田：高齢者における「感謝」の構成要素

性別に偏りが出ないようにするためである。選定

の手続きは，体操プログラムを行う社会福祉法人

B の事業責任者に協力を依頼した。

2．データの収集方法
1）�インタビューガイドの作成に向けた感謝の生
起要因の類型化

　インタビューは感謝した，あるいは感謝してい

ることについてのエピソードを尋ねることにし

た。ただし，感謝は常に意識されているものばか

りではないこと，さらに対象者が高齢者である点

も踏まえ，より広く詳細に感謝のエピソードが想

起できるよう先行研究から感謝の対象やきっかけ

などの生起要因を7つに類型化し，それらにまつ

わる感謝のエピソードも尋ねた。

　既存の尺度の質問項目から感謝の対象やきっか

けなどの生起要因を抽出し整理した。手順として

まず，アメリカ心理学会が運営する心理学系デー

タベースを用いて「Gratitude」をキーワードに設

定し文献検索を行い，次に「Gratitude」が主題と

して登録されていることを条件に検索を行った。

その結果，833件（2020.1.12）の文献を検出した。

さらに，CiNii 国立情報学研究所 学術情報ナビ

ゲータにて「感謝」，「心理」をキーワードに設定

し検索した文献245件（2019.11.15）の中から，「感

謝」がタイトルにある尺度が掲載されている文献

を抽出した。さらにその中から調査対象者が青年

期以降であること，尺度の信頼性および妥当性が

確保されていること，英語あるいは日本語で掲載

さ れ て い る 尺 度 を 選 定 し た。 そ の 結 果，

Gratitude, Resentment and Appreciation Test

（Watkins et al.,2003），Transpersonal Gratitude 

Scale（Hlava, Elfers & Offringa, 2014），感謝特性

尺度邦訳版（白木・五十嵐，2014），青年期用感謝

尺度（岩﨑・五十嵐，2014），The Multi-component 

Gratitude Measure（Morgan et al., 2017），母親に

対する感謝の心理状態（池田，2018），Gratitude at 

work Scale（Cain et al., 2019）の7つの尺度を抽

出した。さらに，ハンドサーチによって検出され

た Gratitude Questionnaire-6（McCullough, 

Emmons & Tsang, 2002），Appreciation Scale

（Adler & Fagley, 2005），Existential Gratitude 

Scale（Jans-Beke & Wong, 2019）を加え合計10

尺度を抽出した。このうち感謝特性尺度邦訳版は

Gratitude Questionnaire-6の邦訳版で内容が重複

するため除外した。以上，最終的に9つの尺度の

質問項目を精読し，感謝が生起される要因となる

文脈にコードを振った。類似したコードを統合し

サブカテゴリーおよびカテゴリーとして名前を付

けた。その結果，36のコード，19のサブカテゴリー

および6つのカテゴリーに集約された。6つのカ

テゴリーは，生活を維持していくための基本的な

ものを意味する「生活するための基本的ニード」，

これまでの人生経験で得た多くの恵み（能力，成

功，チャンス，達成，人間関係などを含む）を意味

する「恵まれた人生」，人生の中で起こったあらゆ

る喪失や逆境，障害となる出来事を意味する「困

難や苦難の経験」，自分のために他者が行ってく

れた様々なサポートを意味する「人のサポート」，

自然や神仏／スピリチュアルな高次の存在など人

を超えた大きな何かを意味する「人を超えた何

か」，当たり前のように感じていたことや，日常に

おける小さなことを意味する「ささやかなこと」

であった。（表1）

　さらに，対象者が高齢者であることを踏まえ上

記6つに，自己存在を意味づけるものを意味する

「生きる意味」を追加した。これは高齢者が自己の

才能を見つけ表現することは人生の意味や喜びに

つながるギフトである（Krause, 2007）と言われて

いることに着目し，これまで培った自己の能力や

才能を生かし他者に貢献できることは，高齢者の

感謝が生まれる要因の1つになることを予測した

ためである。

　日本人を対象とした尺度の中には負担をかけた
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ことへのすまなさ（池田，2018），申し訳なさ（岩

﨑・五十嵐，2014）といった負債感が含まれる。た

だし，高齢者の感謝にこれらを入れるか否かは改

めてインタビューにて検証するため，今回の分類

には含めなかった。

2）インタビュー方法　
　調査は2020年11月～ 12月に行った。場所はプ

ライバシーが保てるよう体操プログラムが行われ

ている地域会館内の個室にて，一人30 ～ 60分程

度の半構造化面接を行った。また面接内容は対象

者の同意を得て IC レコーダーで記録した。

　質問は作成したインタビューガイドを用いて

行った。具体的には，対象者に次の3つの質問へ

の回答を求めた。1つ目の質問は現在感謝してい

ることのエピソードについて尋ねた。ただし，感

謝が生起したタイミングは過去から最近のことま

で問わなかった。2つ目に，先行研究から整理し

た7つの生起要因（生活するための基本的ニード，

恵まれた人生，困難や苦難の経験，人のサポート，

人を超えた何か，ささやかなこと，生きる意味）と

その内容説明を紙面および口頭で行った後，次の

ように尋ねた。「この7つのことがらについて感

謝した，あるいは感謝していることはありますか。

もしあれば，その感謝が生まれた際のエピソード

を具体的に教えてください。」。質問は誘導的にな

らないようエピソードがない場合は答えなくてよ

いことを伝えた。3つ目の質問として感謝とはど

のような気持ちだと思うかについて尋ねた。

3．分析方法
　 イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ は 逐 語 録 に 起 こ し，

Mayring（2014）の質的内容分析法にて分析した。

この方法には，説明的内容分析および要約的内容

分析という2つの手法が含まれる。前者は理論的

背景や他の発言などを基に説明的な言い換えをす

ることで，後者は同じ意味の言い換えを削除した

り，同じ意味の言い換えを束ねて要約することで，

高次元の抽象レベルにまとめていくものである。

本分析法を採用したのは，上記2つの手法を使用

することで感謝の要素がより洗練されて抽出でき

ると考えたためである。

　逐語録から感謝そのものの意味を語っていると

表１　感謝の生起要因の類型化
カテゴリー サブカテゴリー コード

生活するた
めの基本的
ニード

健康
健康
元気である

衣食住
衣食住
食べられる

経済状態 お金

安全
安全である
無事でいる

恵まれた
人生

成功
人生における成功
仕事での目標達成

チャンス 人生で得たチャンス

環境
人生で起こった出来事や状況
仕事場の良い環境

生命
生きている
生まれてきたこと

共に過ごす時間 友人と過ごす時間

困難や苦難
の経験

喪失 喪失体験

逆境
問題や課題
危機
苦しみ

人の
サポート

世話
養育
教育
生活支援

気づかい
心配
親切

承認
褒めてくれたこと
理解

応援
相談
励まし

人を超えた
何か

神の存在
神が存在していること
神の恩恵

自然
自然とのつながり
自然の美しさ

ささやかな
こと

特別ではない
こと

生活における普通なこと
人生におけるシンプルなこと

季節が移り替
わること

春に花が咲く
秋に葉の色が変化する
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考えられる発言を抽出し，分析できる最小単位を

コード化単位，それらを類似性に沿って組み合わ

せた文脈単位，さらに文脈単位をまとめた最も大

きな単位をカテゴリーとした（Flick, 2007小田・

山本・春日・宮地訳2011）。また具体的な発言内

容は分析単位とした。分析は老年心理学および質

的研究に精通した研究者らと行い，さらに老年学

を専攻している大学院生5 ～ 6名と議論を繰り返

し妥当性の確認をした。

4．倫理的配慮
　研究の参加者には研究の目的，意義，方法を説

明した後，参加は自由意思であり，いかなる場合

も辞退することが可能で，それによる不利益は一

切ないこと，また得られたデータは匿名化され厳

重に管理されることを口頭および書面にて説明し

同意を得た。本研究は桜美林大学研究活動倫理委

員会の承認を得て実施した。（承認番号20024）

Ⅲ．結果

　対象者全体の平均年齢は76.3歳（標準偏差±6.4

歳，幅68－91歳）であった。男性の平均年齢は

76.8歳（標準偏差±8.1歳，幅68－91歳），女性は

75.7歳（標準偏差±4.6歳，幅69－86歳）であった。

生成されたコード化単位は23項目，文脈単位は9

項目，最終的に3つのカテゴリーに集約された。

以下，カテゴリーは【】，文脈単位は＜＞，コード

化単位は〔〕，実際の語りを示す分析単位は「」と

斜体で記述していく。

1．【価値あるものに気づく体験】
　何らかのきっかけによって価値あるものや大切

なものに気づくという体験が構成要素の一つとし

て抽出された。文脈単位は＜年齢を重ねることで

自分を取り巻く他者の大切さに気づく＞，＜困難

な経験をすることによって大切なものに気づく

＞，＜残りの時間を意識することによって今ある

ことの価値に気づく＞，＜失うことで，与えても

らったものの価値に気づく＞という4つから構成

された。

　＜年齢を重ねることで自分を取り巻く他者の大

切さに気づく＞は，「いろんなものに対して生か
されてるんですよってお年寄り，祖母なんか折に
触れ言ってましたけど，若いときはね，なかなか
思わなかったんですけど。」から生成された〔若い

ころには自分を支える周囲の存在に気づかない〕，

「今考えると一人じゃなんにもできない。やっぱ
り周りに支えてくれる人がいて，こうやってやっ
ていけるんじゃないかなっていうのがわかりまし
たよね。学びますよね，年取るとね。」から生成さ

れた〔年齢を重ねた今だからこそ周囲の助けや支

えに気づく〕という2つのコード化単位から構成

された。＜困難な経験をすることによって大切な

ものに気づく＞は「親の介護をすることで入れ歯
を洗ったりとか，全部やりました。あっここまで
人間ってできるんだなとか，男も介護したほうが
良いとか色々な気づきがあってやってよかった。」
から生成された〔家族を介護することで大事なこ

とに気づく〕，「病気をして，入院生活をして，苦
労をさせられたっていうんですかね。でも，それ
があってやっぱり健康のありがたさっていうんで
すか。普通に生活できることがこんなにありがた
いことなのかっていうのは感じました。」から生成

された〔病気によって健康の大切さに気づく〕，

「会社でめちゃくちゃな環境で，あれがあったか
ら今ができてんのかなと，そういうのとも結びつ
いてるかもしれない。」から生成された〔苦労する

環境があったことで今があることに気づく〕とい

う3つのコード化単位から構成された。＜残りの

時間を意識することによって今あることの価値に

気づく＞は「自分が病気，60すぎてから極端に変
わってきた。自分が死ぬとかそういうのを感じた
ときか，そういう環境になって，自分の環境につ
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表2　�高齢者の感謝のカテゴリー分類
カテゴリー 文脈単位 コード化単位 分析単位（語りの例）

価値あるも
のに気づく
体験

年齢を重ね
ることで自
分を取り巻
く他者の大
切さに気づ
く

若いころには自分を支
える周囲の存在に気づ
かない

・色々指導をしてもらったっていうかですね，その先生がまあありがとう。卒業してからですか
ね。一緒にいるときには感謝っていう感じはなかったです。
・いろんなものに対して生かされてるんですよってお年寄り，祖母なんか折に触れ言ってました
けど，若いときはね，なかなか思わなかったんですけど。

年齢を重ねた今だから
こそ周囲の助けや支え
に気づく

・こういうとこ（体操教室）があって我々がでて来て体操の一つもできる軽い運動ですかね。そ
ういうことができるっちゅうことは常に感謝してます，いまこの年になってから感謝してます。
・今考えると一人じゃなんにもできない。やっぱり周りに支えてくれる人がいて，こうやって
やっていけるんじゃないかなっていうのがわかりましたよね。学びますよね，年取るとね。

困難な経験
をすること
によって大
切なものに
気づく

家族を介護することで
大事なことに気づく

・親の介護をすることで入れ歯を洗ったりとか，全部やりました。あっここまで人間ってできる
んだなとか，男も介護したほうが良いとか色々な気づきがあってやってよかった。

病気によって健康の大
切さに気づく

・病気をして，入院生活をして，苦労をさせられたっていうんですかね。でも，それがあってやっ
ぱり健康のありがたさっていうんですか。普通に生活できることがこんなにありがたいことな
のかっていうのは感じました。

苦労する環境があった
ことで今があることに
気づく

・会社でめちゃくちゃな環境で，あれがあったから今ができてんのかなと，そういうのとも結び
ついてるかもしれない。

残りの時間
を意識する
ことによっ
て今あるこ
との価値に
気づく

死を感じた時，自分の
今ある環境を意識した

・自分が病気，60すぎてから極端に変わってきた。自分が死ぬとかそういうのを感じたときか，
そういう環境になって，自分の環境について考えた。

先の時間を意識した時，
自分の環境が当たり前
でないことに気づく

・およそ20歳ぐらいまでは，感謝のこれっぽっちもないですよ。自分の環境が当たり前だと思っ
てたから，先が見えたときあーらっていう感じですかね。

失うことで，
与えてもらっ
たものの 価
値に気づく

亡くなった後に家族が
自分のためにしてくれ
たことに気づく

・亡くなってから気が付いてね。色々教えてくれたなと思って亡くなる前は喧嘩してたんです
けど。
・両親もとっくに亡くなってますけどね。今築いてくれたっていうか，親が建てた家に住んでっ
ていうかね，学校まで出してもらってと。今思えば昔はそんなこと全然思ってませんけどね。

自己の内と
外に向う肯
定的な気持
ち

感謝の源に
対するあり
がたい気持
ち

感謝はありがたいとい
う気持ち

・ありがたい，だから感謝する。/・感謝，ありがとうっていつも言ってますけどね。/・ありが
とうが2－3回 /・ありがたいって感謝も同じですけどね。/・ありがたいと感謝と同じテーマで
しょ。だけど感謝の気もちなんだろうな。/・ありがたいが一番ですね，ありがたいから感謝す
るってことかな。

他者の好意に対するあ
りがたい気持ち

・死ぬまえにあなたにどうしても会いたい。それはあなたにお世話になったから，というような
ことで手紙をもらったりしてますけどね。いや，ありがたいことだよね。

恵まれていることに対
するありがたい気持ち

・農家，漁業とか提供してくれる個人じゃなくて全体的な，そういう生活ができているっていう。
そこに対するそういう気持ちっていうのは潜在的にあるだけで何かあると，ありがたいありが
たいって。
・家もあってそういうことが普通に生活できるっていうのは本当にありがたいことだなあと
思ってます。
・川超えてこっちになるともうブルーシートがいっぱいで，やっぱりそういうふうでない自分が
人生を送れていることが，本当にそれがありがたいって心底。

助けてくれることに対
するありがたい気持ち

・面倒見れない両親を弟が見てくれてありがたいなと思った。
・自分ができないことをこういうとこで教えていただけるっていうのはありがたいかな。

自己を満た
す肯定的な
気持ち

満足した気持ち ・満足感ですかね，満たされた気分になる。
好意を感じた時に生ま
れる幸福な気持ち

・皆さん優しくしてくださるんで，そういうのもとても幸せです。
・幸せだなと思うと，感謝。

自分のために何かして
くれた時に生まれる嬉
しい気持ち

・主人が眠るようにね亡くなったということがまずうれしかったですし感謝してます。
・私たち夫婦に気を使ってくれているっていうことはね，とてもうれしいしありがたいですね。
・その辺で転んで助けてもらったらもちろん感謝，だからうれしい気持ち。

好意を改めて実感した
時に生まれるあたたか
い気持ち

・叔母さんこういうことをして，言ってたなとかって思うとふぁっていうか，ほのぼのした感じ。
・あたたかい気持ちになるかな。

癒される気持ち ・癒されるっていうか，和むっていうか，いい気持ち。

他者への返
礼行動

次世代への
恩の継承

自分が受け取ったもの
を下の世代へ返す

・親にもらった恩っていうんですかね，それを親に返せないので子供たちにそういうことを逆に
してあげる継承，受け継いでいくっていう形。
・やっぱり会社の中で自分もしてもらったんだから，若い子たちにそういうことを伝えていこう
ということは，やってましたね。
・子供たちの田植えなど経験してもらうのも一つの，さ。大きなことじゃなくても俺のできる範囲で。

自分の好意を受け継い
でいく

・受け継いでいくっていったら語弊がありますけど，なかなか形に見えるもんじゃないんで，言
葉で言っても通じるもんでもないしやっぱり自分の好意でしかないのかなと。

利益の提供
者に恩を返
す

お互いに恩を返し合う
・相手がやっぱり困ったときにはそれだけ助けてあげるっていうかね，お互いでね。
・お互いにほら助け合ってるとありがたいねとか言ってるけどね。
・お互いに自分の能力を，できることをわかち合いながら助け合ってくってことかしらね。

自分がもらった恩をそ
の人に返す

・こういう施設でやったら本当にあの親切にしてくれてね。で元気になったからこそ今度お世
話になったからなんかお返ししたい。
・私の息子，私を大切にしてくれる娘，孫。それから私たちを助けてくれた姉たち。私をいろい
ろ頼りにしてくださっているたくさんのお友達のために自分ができるだけのことをしてさしあ
げたい。

受けた恩を
様々な人に
還元する

もらった恩をたとえそ
の源でなくても返す ・色々と自分も助けられてるんだから，その人じゃなくて違う人にもちゃんと返す。

恩を誰かの役に立つ行
動として返す

・自分でできるサポートとか小さなことの感謝とかってことになんのかな。
・私のためにやってくれたって，だから私も誰かのために役に立ちたいと思ってる。
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いて考えた。」から生成された〔死を感じた時，自

分の今ある環境を意識した〕，「およそ20歳ぐら
いまでは，感謝のこれっぽっちもないですよ。自
分の環境が当たり前だと思ってたから，先が見え
たときあーらっていう感じですかね。」から生成さ

れた〔先の時間を意識したとき，自分の環境が当

たり前でないことに気づく〕という2つのコード

化単位から構成された。

　＜失うことで，与えてもらったものの価値に気

づく＞は「亡くなってから気が付いてね。色々教
えてくれたなと思って亡くなる前は喧嘩してたん
ですけど。」から生成された〔亡くなった後に家族

が自分のためにしてくれたことに気づく〕という

1つのコード化単位からなる文脈単位である。

2．【自己の内と外に向かう肯定的な気持ち】　
　自分に対して内と外という方向性の違う肯定的

な気持ちが感謝の構成要素の一つとして抽出され

た。文脈単位は＜感謝の源に対するありがたい気

持ち＞，＜自己を満たす肯定的な気持ち＞の2つ

から構成された。

　＜感謝の源に対するありがたい気持ち＞は「あ
りがたいって感謝も同じですけどね。」から生成さ

れた〔感謝はありがたいという気持ち〕，さらに

「死ぬまえにあなたにどうしても会いたい。それ
はあなたにお世話になったから，というようなこ
とで手紙をもらったりしてますけどね。いや，あ
りがたいことだよね。」から生成された〔他者の好

意に対するありがたい気持ち〕，「家もあってそう
いうことが普通に生活できるっていうのは本当に
ありがたいことだなあと思ってます。」から生成さ

れた〔恵まれていることに対するありがたい気持

ち〕，「自分ができないことをこういうとこで教え
ていただけるっていうのはありがたいかな。」から

生成された〔助けてくれることに対するありがた

い気持ち〕という4つのコード化単位から構成さ

れた。＜自己を満たす肯定的な気持ち＞は，「満

足感ですかね，満たされた気分になる。」から生成

された〔満足した気持ち〕，「皆さん優しくしてく
ださるんで，そういうのもとても幸せです。」から

生成された〔好意を感じた時に生まれる幸福な気

持ち〕，「私たち夫婦に気を使ってくれているって
いうことはね，とてもうれしいしありがたいです
ね。」から生成された〔自分のために何かしてくれ

た時に生まれる嬉しい気持ち〕，「叔母さんこうい
うことをして，言ってたなとかって思うとふぁっ
ていうか，ほのぼのした感じ」から生成された〔好

意を改めて実感した時に生まれるあたたかい気持

ち〕，「癒されるっていうか，和むっていうか，い
い気持ち。」から生成された〔癒される気持ち〕と

いう5つのコード化単位から構成された。

3．【他者への返礼行動】
　これまで自分が受けた恩恵を誰かに返していく

という行動が構成要素の一つとして抽出された。

文脈単位として＜次世代への恩の継承＞，＜利益

の提供者に恩を返す＞，＜受けた恩を様々な人に

還元する＞という3つから構成された。

　＜次世代への恩の継承＞は「親にもらった恩っ
ていうんですかね，それを親に返せないので子供
たちにそういうことを逆にしてあげる継承，受け
継いでいくっていう形。」から生成された〔自分が

受け取ったものを下の世代へ返す〕，「受け継いで
いくっていったら語弊がありますけど，なかなか
形に見えるもんじゃないんで，言葉で言っても通
じるもんでもないしやっぱり自分の好意でしかな
いのかなと。」から生成された〔自分の好意を受け

継いでいく〕という2つのコード化単位で構成さ

れた。＜利益の提供者に恩を返す＞は「相手が
やっぱり困ったときにはそれだけ助けてあげるっ
ていうかね，お互いでね。」から生成された〔お互

いに恩を返し合う〕や，「こういう施設でやったら
本当にあの親切にしてくれてね。で元気になった
からこそ今度お世話になったからなんかお返しし
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たい」から生成された〔自分がもらった恩をその

人に返す〕という2つのコード化単位から構成さ

れた。＜受けた恩を様々な人に還元する＞は

「色々と自分も助けられてるんだから，その人じゃ
なくて違う人にもちゃんと返す。」から生成された

〔もらった恩をたとえその源でなくても返す〕，「自
分でできるサポートとか小さなことの感謝とかっ
てことになんのかな。」から生成された〔恩を誰か

の役に立つ行動として返す〕という2つのコード

化単位から構成された。

Ⅳ．考察

　既述のように Adler & Fagley（2005）は，感謝

を感情のみならず認知，および行動からモデル化

し捉えていた。本調査で明らかとなった【自己の

内と外に向かう肯定的な気持ち】，【価値あるもの

に気づく体験】，【他者への返礼行動】はそれぞれ

に該当する内容であると言える。これら3つは感

情，認知，行動という感謝のより基本的な要素が

高齢期という世代の特徴を持ちながら抽出された

ものと考えられる。以下それぞれの構成要素につ

いて考察を述べていく。

　Adler（2002）は感謝の認知的要素について，感

謝を引き起こす刺激となった人，環境，記憶等を

振りかえることによって，それらの価値や重要性

を認識することであると述べている。さらに

Emmons & McCullough（2003）は Weiner（1985）

の帰属理論を用い，感謝の認知的プロセスは2段

階あるとし，第1段階としてポジティブな結果を

得たことを認識することを挙げている。つまり，

感謝が生起する際には，まず受け取った何かが価

値あるものであると認知することが不可欠とな

る。【価値あるものに気づく体験】はそのような価

値の認知が，高齢者ならではの様々なきっかけに

よって改めて気づく体験として示されたものと考

えられる。＜年齢を重ねることで自分を取り巻く

他者の大切さに気づく＞は年齢を重ねることに

よって得た成熟した価値観による気づきを指し，

これは過ごしてきた時間や経験にフォーカスされ

た要素であるといえる。このうち経験がより具体

的に示されているのが，＜困難な経験をすること

によって大切なものに気づく＞である。病気や介

護など長い人生の中で多くの艱難辛苦を乗り越え

た先に改めて価値あるものに気づくという高齢者

の姿が反映されている。さらに高齢者の特徴を最

も表していたと考えられるのが＜残りの時間を意

識することによって今あることの価値に気づく＞

である。Watkins（2013）によると，人は人生で経

験する多くの恩恵に簡単に慣れてしまい，それが

当たり前だと思う傾向にある。しかし，自分自身

の死の可能性を考えたとき，それが当たり前では

ないかもしれないと感謝を高める可能性を述べて

いる。このような傾向は死が身近な存在である高

齢者にとってより大きな影響をもたらしていると

考えられ，それによって抽出された要素と言える。

【価値あるものに気づく体験】には，このような自

らの死に加え，家族の死や苦労したことなど一見

ネガティブと思える経験による気づきも含まれて

いた。このような困難な出来事に遭遇しても，そ

の 中 に 価 値 を 見 出 し 感 謝 で き る こ と は Post 

traumatic Growth（Tedeschi ＆ Calhoun, 2004）

と呼ばれ心の成長の一つとされている。【価値あ

るものに気づく体験】は高齢者が様々な困難を乗

り超えることで得た人間性の成長が表れた要素で

あるともいえる。

　【自己の内と外に向かう肯定的な気持ち】は，感

謝が気持ちであるという最も一般的に浸透した認

識が現れた構成要素であるといえる。蔵永・樋口

（2011）は感謝の生起状況において体験する感情

は，満足感と申し訳なさの2つであるとし，さら

に Wangwan（2005）は，うれしい，暖かい，幸福

などに加え，相手に悪いなという気持ちや，心苦

しい，かりができた感じなどであることを示して
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いる。この他にも感謝は多種多様な感情として捉

えられていることが報告されている（Adler & 

Fagley, 2005；池田，2006；岩﨑・五十嵐，2014 ；

Watkins et al., 2003）。本調査においても，先行研

究同様，感謝は様々な気持ちとして語られた。さ

らに，それらはありがたいといったある対象に向

けられた気持ち，つまり自己の外に向けられてい

る気持ちと，満足，幸福，嬉しいといった内に向

けられた気持ちといった異なった方向性を持つ肯

定的な気持ちであった。感謝はこのような2種類

に整理される多様な気持ちが同居している状態で

あるといえるだろう。一方で先行研究が支持され

なかった結果もある。それはすまない，申し訳な

いといった気持ちが含まれなかったことである。

その理由について，まず集団の特性の影響が考え

られる。本調査における対象は地域で行われてい

る健康体操プログラムの参加者であった。ADL

も自立しており活動性の高い人が多く，現状にお

いてすまない，申し訳ないといった気持ちを大き

く抱くようなサポートを受ける機会が少なかった

可能性が考えられる。またインタビュー内容に，

すまない，申し訳ないといった，ポジティブさを

示す感情以外がないかを尋ねなかった。感謝感情

の多様さを十分引き出せなかった可能性がある。

　さらに，高齢者自身の特徴として次の点も考え

られる。高齢者は過去の自伝的記憶を想起すると

き，ポジティブな内容を重視する傾向があるとい

わ れ て い る（Kennedy, Mather & Carstensen, 

2004）。本調査で過去の感謝エピソードを想起し

てもらった際，ポジティブな情報が優位となり，

それが語りに影響を及ぼしたとも考えられる。

　感謝は，しばしば日常的に自分に利益を与えた

源へありがとうなどの言葉を伝えたり，贈り物を

おくるといった物質を介した行動として表現され

る。本調査においても【他者への返礼行動】とい

う感謝の行動が構成要素の一つとなった。＜利益

の提供者に恩を返す＞は返礼行動の対象はその源

となっており，これはもらった恩はその人に返し

たいという心理を示す返報性の原理（Gouldner, 

1960）の影響が考えられる。加えてこの文脈単位

に含まれる〔お互いに恩を返し合う〕というコー

ド化単位は，高齢者の返礼行動が一方的なもので

はなく，お互いに助け合うという互助性も含まれ

ることを示唆している。一方，＜受けた恩を様々

な人に還元する＞は，利益をもたらした人以外の

他者や，広く社会に向けた利他的な行動を表して

いる。このような行動は恩送りとも言われ高齢者

のみならず他の世代でも見られる行動である

（Shiraki & Igarashi, 2018）。ただし，高齢者の利

他性は日本人高齢者の老年的超越の構成要素の一

つであること（増井他，2013），また人間の活動能

力モデルにおいて発達によって獲得する高次レベ

ルの能力に位置づけられていること（Lawton, 

1972）を踏まえると，若い世代に比べてより発達

の影響を強く受けていることが予想される。この

ような影響が顕著に表れているのが壮年期の心理

社 会 的 発 達 に か か わ る ジ ェ ネ ラ テ ィ ビ テ ィ

（Erikson, 1950 仁科訳1977）の意味が含まれた＜

次世代への恩の継承＞である。ジェネラティビ

ティとは次世代への関心とも言われ，それは高齢

期においても発達し続けることが示唆されている

（Cheng, 2009）。また自らの死を意識することで

高まる利他的関心は他の時期に抱く利他的関心と

は異なるとされている（田渕，2020）。高齢者の感

謝は，残された時間を意識する中で，人生で得て

きた様々なものを次世代へ継承していく行動とし

ても特徴づけられるといえる。

Ⅴ．課題と展望

　本研究によってこれまで未解明であった高齢者

の感謝の構成要素が明らかとなった。しかし課題

もある。まず，調査サンプルの偏りである。今回

調査対象となった高齢者の自立度は高く，さらに
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他者と日常的に交流がある高齢者であった。感謝

は健康や孤独感とも関連する（Bartlett & Arpin, 

2019）といわれている。今後は健康度や社会的な

つながりの異なる高齢者，また入院患者や施設入

居者など対象の幅を広げて検討していく必要があ

る。次に本研究で明らかとなった3つの構成要素

はあくまで質的に分析したものであり，一般化に

は不十分である。そのため感謝の構造としてモデ

ル化し量的に検証する必要がある。

　今後さらなる研究の発展に向けて近隣のアジア

諸国および欧米などとの比較検証や，高齢者に適

応的な感謝尺度の開発により心理および医療，福

祉などヘルスケア領域において活用していくこと

が望まれる。
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